
質問できる国へ
　
新
聞
労
連
は
３
月
１３
日
、
菅
義
偉
官
房
長
官
の
記
者
会
見
で
東
京
新

聞
の
望
月
衣
塑
子
記
者
が
質
問
制
限
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
る

問
題
に
つ
い
て
、
望
月
記
者
が
加
盟
す
る
中
日
新
聞
労
働
組
合
（
労
連

非
加
盟
）
に
「
会
社
や
労
働
組
合
等
の
枠
を
超
え
、
よ
り
強
力
な
メ
デ

ィ
ア
間
の
連
携
が
必
要
な
局
面
だ
」
と
連
携
を
申
し
入
れ
た
。

在
職
死
亡
に
警
鐘

 

中
日
労
組
に
「連
携
を
」

　
　

官
邸
の
質
問
制
限
問
題
で

官
邸
前
集
会
に
６
０
０
人

　
　

記
者
ら
危
機
感
訴
え
る

　
新
聞
労
連
青
年
女
性
部
が
第

２
回
全
国
学
習
集
会
を
５
月
２５

～
２６
日
に
男
女
共
同
参
画
を
テ

ー
マ
に
福
井
市
で
開
催
す
る
。

福
井
県
立
大
学
塚
本
教
授
の
講

演
他
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、

男
性
も
女
性
も
働
き
や
す
い
職

場
に
つ
い
て
考
え
る
。

　
学
習
集
会
は
全
国
の
新
聞
社

の
青
女
部
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る

貴
重
な
機
会
。
福
井
に
足
を
運

ん
で
学
習
・
交
流
を
深
め
て
ほ

し
い
。

望
月
衣
塑
子
さ
ん（
中
日
）

柏
崎
智
子
さ
ん（
中
日
）

田
崎
基
さ
ん（
神
奈
川
）

石
川
昌
義
さ
ん（
中
国
）

新
崎
盛
吾
さ
ん（
共
同
）

吉
永
磨
美
さ
ん（
毎
日
）

宇
佐
見
昭
彦
さ
ん（
東
京
）

　
申
し
入
れ
は
、
同
日
の
第
１

回
中
央
闘
争
委
員
会
で
議
論

し
、
決
定
し
た
。
委
員
会
終
了

後
、
中
央
執
行
委
員
の
宇
佐
見

昭
彦
（
東
京
労
組
）、
高
津
公
一

（
西
日
本
労
組
）
両
氏
が
同
行

し
、
南
彰
・
中
央
執
行
委
員
長

が
中
日
労
組
の
伊
藤
元
・
東
京

地
区
連
絡
協
議
会
事
務
局
長
に

文
書
で
手
渡
し
た
。

　
中
日
労
組
の
青
柳
知
敏
・
本

部
執
行
委
員
長
に
宛
て
た
申
し

入
れ
文
で
は
、「
当
事
者
の
い
る

貴
組
合
が
メ
デ
ィ
ア
間
の
連
携

の
輪
に
加
わ
る
こ
と
で
、
国
民

の
『
知
る
権
利
』
と
そ
れ
を
保

障
す
る
『
取
材
・
報
道
の
自
由
』

を
制
約
し
よ
う
と
す
る
首
相
官

邸
の
対
応
に
対
抗
す
る
今
後
の

活
動
の
力
を
よ
り
強
め
る
き
っ

か
け
に
な
る
」
と
指
摘
。
連
携

の
具
体
策
と
し
て
、
①
官
邸
に

対
し
て
共
同
の
抗
議
申
し
入
れ

を
行
う
②
官
邸
前
集
会
な
ど
質

問
制
限
問
題
に
関
す
る
各
種
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
の
２
点
を

挙
げ
、「
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
危
機
を
打
開
す
る
た
め

に
、
真
摯
な
ご
検
討
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
呼

び
か
け
た
。

　
青
柳
委
員
長
は
翌
１４
日
、「
新

聞
労
連
と
し
て
機
関
決
定
を
し

て
頂
い
た
の
で
、
私
ど
も
と
し

て
も
組
織
と
し
て
話
し
て
、
返

答
を
し
た
い
」
と
南
委
員
長
に

電
話
で
回
答
し
た
。

　
３
月
１２
～
１３
日
に
都
内
で
開

か
れ
た
第
１
回
中
央
闘
争
委
員

会
で
は
、
春
闘
の
状
況
に
関
す

る
意
見
交
換
を
行
い
、
賃
金
改

善
や
「
働
き
方
改
革
」
を
進
め

る
中
央
闘
争
委
員
会
指
令
を
出

す
こ
と
を
決
め
た
。

　
指
令
で
は
、
特
に
長
時
間
労

働
が
要
因
と
な
っ
た
可
能
性
の

あ
る
在
職
死
亡
が
起
き
て
い
る

こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
労
働

時
間
の
短
縮
や
公
休
消
化
、
有

給
休
暇
の
取
得
が
で
き
る
よ
う

人
員
増
、
仕
事
量
の
見
直
し
、

勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
の
導
入

に
取
り
組
む
よ
う
敢
然
と
要
求

せ
よ
」
と
盛
り
込
ん
だ
。

　
ま
た
、
中
央
闘
争
委
員
会
で

は
、
新
た
に
創
設
す
る
中
央
執

行
委
員
の
「
女
性
枠
」（
特
別
中

央
執
行
委
員
）
の
応
募
要
件

や
、
２
０
２
０
年
の
新
聞
労
連

７０
周
年
に
向
け
た
議
論
も
行
っ

た
。（
女
性
枠
、
労
連
７０
周
年
は

２
面
に
関
連
原
稿
）

　
官
邸
で
の
質
問
妨
害
問
題
を

受
け
、
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情

報
労
組
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
は
３

月
１４
日
、
首
相
官
邸
前
で
抗
議

デ
モ
を
展
開
し
た
。
質
問
制
限

に
抗
議
す
る
市
民
も
加
わ
り
、

約
６
０
０
人
が
「
表
現
の
自
由

を
守
ろ
う
」
と
声
を
上
げ
た
。

　
参
加
し
た
現
役
記
者
が
次
々

と
官
邸
の
対
応
に
異
を
唱
え

た
。
東
京
新
聞
労
組
の
宇
佐
見

昭
彦
記
者
は
「
聞
い
た
こ
と
に

答
え
な
い
、
う
そ
を
つ
く
と

い
っ
た
官
房
長
官
の
対
応
こ
そ

が
問
題
だ
。
記
者
の
質
問
の
在

り
方
で
は
な
く
、
政
権
の
在
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
」と
指
摘
。

毎
日
新
聞
労
組
の
吉
永
磨
美
記

者
は
「
記
者
は
権
力
を
監
視
す

る
立
場
。
財
務
事
務
次
官
の
セ

ク
ハ
ラ
問
題
で
再
確
認
し
た
記

者
と
権
力
と
の
関
係
を
、
一
歩

た
り
と
も
後
退
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
」
と
力
説
し
た
。

　
新
聞
労
連
非
加
盟
の
中
日
新

聞
労
組
の
柏
崎
智
子
記
者
も
登

壇
。「
特
定
の
記
者
を
い
じ
め

る
こ
と
で
、
他
の
大
勢
の
記
者

を
支
配
す
る
構
造
は
面
前
Ｄ
Ｖ

と
同
じ
だ
。
記
者
会
見
の
空
気

が
重
た
く
、
苦
し
く
な
っ
て
い

る
」
と
訴
え
た
。
地
方
紙
か
ら

は
神
奈
川
新
聞
労
組
と
中
国
新

聞
労
組
の
記
者
が
マ
イ
ク
を

握
っ
た
。

　
質
問
妨
害
問
題
で「
名
指
し
」

さ
れ
た
に
等
し
い
東
京
新
聞
社

会
部
の
望
月
衣
塑
子
記
者
（
中

日
新
聞
労
組
）
は
「
記
者
の
質

問
の
背
後
に
は
、
会
見
に
参
加

で
き
な
い
多
く
の
市
民
の
疑
問

が
あ
る
。
政
権
が
長
期
化
し
、

会
見
が
政
府
に
都
合
の
い
い
広

報
の
場
に
な
っ
て
い
な
い
か
」

と
投
げ
掛
け
た
。
そ
し
て
、「
今

回
の
質
問
妨
害
で
は
全
国
紙
、

地
方
紙
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
メ

デ
ィ
ア
が
異
議
を
唱
え
た
。『
お

か
し
い
も
の
は
お
か
し
い
』
と

言
う
勇
気
を
持
ち
、
連
帯
し
て

抵
抗
し
よ
う
」と
呼
び
掛
け
た
。

　
日
本
労
働
弁
護
団
や
野
党
５

党
の
国
会
議
員
も
集
会
に
加
わ

り
、
連
帯
を
確
認
し
た
。
新
聞

労
連
の
歴
代
委
員
長
も
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
寄
せ
た
。
官
邸
前
の
歩

道
を
埋
め
た
参
加
者
は
「
フ
ァ

イ
ト
・
フ
ォ
ー
・
ト
ゥ
ル
ー
ス

（
真
実
の
た
め
に
闘
お
う
）」「
記

者
の
質
問
、
制
限
す
る
な
」
な

ど
と
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
連

呼
。「
知
る
権
利
」
を
奪
う
記

者
弾
圧
を
や
め
る
よ
う
訴
え
る

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
た
。

　
新
聞
労
連
が
２
月
５
日
に
抗

議
声
明
を
発
表
後
、
質
問
妨
害

問
題
へ
の
市
民
の
関
心
が
高
ま

り
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
は
異
例
の
官
邸
前

行
動
に
踏
み
切
っ
た
。
新
聞
、

テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
の

各
社
も
取
材
。
報
道
関
係
者
の

危
機
感
の
強
さ
を
裏
付
け
た
。

【
中
国
新
聞
労
組
・
石
川
昌
義
】

Ｍ
Ｉ
Ｃ
初
の
官
邸
前
集
会
に
は
６
０
０
人
が
集
ま
っ
た
＝
３
月
１４
日

２
面
に
新
生

「宮
古
新
報
」

３月 26 日付の一面に掲載された新生「宮古新報」の従業員のみなさんと経営者

発行日　2019年4月1日

青
女
部
、
福
井
で
集
会

　

 　

5
月
25
・
26
日
に
開
催
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経
営
、労
基
法
違
反
認
め
る

　
　
　
　
　
　

解
雇
予
告
手
当
「支
払
う
」

　
宮
古
新
報
の
旧
経
営
陣
に
よ
る
全
員
解
雇
問
題
で
、
３
月
２５

日
、
沖
縄
県
労
働
委
員
会
（
以
下
、
沖
労
委
）
の
第
２
回
あ
っ
せ

ん
・
不
当
労
働
行
為
救
済
申
立
の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
旧
経
営
陣

側
は
、
労
働
基
準
法
で
支
払
い
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
解
雇
予

告
手
当
を
４
月
末
日
ま
で
に
支
払
う
考
え
を
表
明
し
、
４
月
１６
日

の
第
３
回
あ
っ
せ
ん
・
調
査
で
の
合
意
を
目
指
し
て
調
整
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
一
方
、
事
業
譲
渡
し
た
新
経
営
陣
と
の
雇
用
契
約

は
、
４
月
１
日
に
全
社
員
と
結
ば
れ
る
予
定
だ
。

　
２５
日
の
沖
労
委
に
は
、
新
聞

労
連
と
沖
縄
県
マ
ス
コ
ミ
労
協

の
仲
間
と
宮
古
新
報
の
組
合
員

ら
１２
名
が
参
加
し
た
。
旧
経
営

陣
側
は
今
回
も
高
江
洲
歳
満
弁

護
士
の
み
だ
っ
た
。

　
あ
っ
せ
ん
の
場
で
組
合
は
旧

経
営
陣
が
解
雇
予
告
手
当
を
一

定
期
限
内
に
支
払
い
、
組
合
員

の
年
次
有
給
休
暇
を
新
経
営
陣

に
き
ち
ん
と
継
承
す
る
な
ら

ば
、
割
り
増
し
退
職
金
や
解
決

金
の
支
払
い
、
旧
経
営
者
名
で

読
者
と
従
業
員
に
謝
罪
文
を
紙

面
掲
載
す
る
と
い
っ
た
他
の
要

求
を
取
り
下
げ
る
こ
と
を
提
案

し
た
。

　
そ
れ
を
受
け
て
旧
経
営
陣
側

は
、
組
合
の
要
求
事
項
を
了
承

し
た
上
で
、
解
雇
予
告
手
当
を

４
月
末
日
ま
で
に
支
払
い
、
年

次
有
給
休
暇
は
新
経
営
陣
に
引

き
継
ぐ
こ
と
を
表
明
し
た
。
た

だ
、
正
確
な
数
字
が
確
認
で
き

て
い
な
い
た
め
、
同
日
付
け
で

詳
し
い
数
字
を
盛
り
込
ん
だ
合

意
は
難
し
い
と
返
答
。
ま
た
、

今
後
の
双
方
の
請
求
権
を
放
棄

す
る
「
清
算
条
項
」
を
要
望
し

た
。

女性枠、下旬に公募開始

応募は単組経由で

《想定する今後の日程》

◇４月２２日　中央闘争委員会で公募要件を確定。

   公募開始を決定

◇４月２５日　公募開始

◇６月下旬～７月上旬　推薦委員会を開催

◇７月　定期大会で選出

　
新
聞
労
連
役
員
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
た

め
、
１
月
の
臨
時
大
会
で
創
設

し
た
中
央
執
行
委
員
の
「
女
性

枠
」（
特
別
中
央
執
行
委
員
）
の

公
募
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で

い
る
。
４
月
２２
日
の
第
２
回
中

央
闘
争
委
員
会
で
公
募
の
詳
細

を
決
定
し
、
同
月
下
旬
か
ら
公

募
を
開
始
す
る
予
定
だ
。

　
３
月
１２
日
の
中
央
闘
争
委
員

会
で
は
、
中
執
の
半
分
が
女
性

の
ユ
ー
コ
ー
プ
労
働
組
合
か
ら

書
記
次
長
の
安
部
栄
子
さ
ん
を

招
き
、
女
性
が
中
執
に
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
や
雰
囲
気
づ
く

り
の
具
体
例
を
聞
い
た
。
そ
の

後
、
昨
年
の
労
連
女
性
集
会
を

担
っ
た
女
性
組
合
員
も
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
参
加
し
、
公
募
条
件
に

つ
い
て
議
論
し
た
。

　
公
募
に
あ
た
っ
て
の
前
提

は
、「
女
性
に
と
っ
て
も
男
性
に

と
っ
て
も
働
き
や
す
い
新
聞
業

界
の
職
場
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
た
め
、
で
き
る
だ
け
制
約
を

少
な
く
し
て
、
よ
り
幅
広
い
女

性
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
も
ら

う
」
こ
と
だ
。

　
応
募
要
件
は
、
①
新
聞
労
連

加
盟
労
組
の
組
合
員
②
組
合
役

員
の
経
験
の
有
無
や
年
齢
は
問

わ
な
い
③
大
会
や
中
央
執
行
委

員
会
な
ど
に
可
能
な
限
り
毎
回

出
席
す
る
（
交
通
費
・
宿
泊

費
・
日
当
は
労
連
本
部
が
負

担
）
④
新
聞
労
連
に
対
す
る
考

え
や
役
員
就
任
に
あ
た
っ
て
考

慮
し
て
欲
し
い
点
な
ど
を
記
し

た
志
望
理
由
書
の
提
出
、
の
方

向
で
調
整
し
て
い
る
。

　
単
組
と
の
関
係
に
関
し
て
、

当
初
は
「
単
組
代
表
者
の
サ
イ

ン
」
を
想
定
し
て
い
た
が
、
定

義
が
あ
い
ま
い
で
単
組
が
対
応

に
苦
慮
す
る
こ
と
や
、
女
性
か

ら
も
「
サ
イ
ン
は
権
威
な
の
で

や
め
て
欲
し
い
」
と
い
う
声
が

出
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
削

除
。
代
わ
り
に
「
単
組
を
通
し

「昼
の
時
間
に
会
議
」

　
　
　
ユ
ー
コ
ー
プ
　
出
張
・宿
泊
免
除
も 

　
第
１
回
中
央
闘
争
委
員
会
で

特
別
中
央
執
行
委
員
（
女
性

枠
）
の
創
設
に
向
け
た
学
習
会

を
開
催
し
た
。
講
師
に
は
ユ
ー

コ
ー
プ
労
働
組
合
書
記
次
長
の

安
部
栄
子
さ
ん
に
務
め
て
も
ら

っ
た
。

　
ユ
ー
コ
ー
プ
労
組
は
、
神
奈

川
、
静
岡
、
山
梨
の
三
県
で
事

業
展
開
す
る
生
協
の
労
働
組

労連 70 年へ  スマートニュースと意見交換
　
新
聞
労
連
は
来
年
６
月
、結
成
７０
年
を
迎

え
る
。新
し
い
時
代
の
新
聞
や
働
き
方
を
目

指
し
た
提
言
を
ま
と
め
る
こ
と
を
視
野
に
議

論
を
進
め
て
い
る
。

　
３
月
１３
日
の
中
央
闘
争
委
員
会
で
は
、ス

マ
ホ
用
ニ
ュ
ー
ス
ア
プ
リ
を
手
が
け
る「
ス
マ

ー
ト
ニ
ュ
ー
ス
」の
瀬
尾
傑
・
メ
デ
ィ
ア
研
究

所
長
を
招
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。

　
瀬
尾
氏
は
新
聞
業
界
の
現
状
に
つ
い
て
、

「
信
用
の
危
機
」や「
ビ
ジ
ネ
ス
の
危
機
」が
わ

か
っ
て
い
て
も
変
え
ら
れ
な
い「
組
織
の
危

機
」を
指
摘
。「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ろ
と
い
う
け
ど
、本
当
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
は

『
失
敗
し
ろ
』と
い
う
こ
と
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
炎

上
の
よ
う
な
失
敗
さ
え
も
評
価
す
る
文
化
に

変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
」と
語
っ
た
。

　
ま
た「
マ
ス
コ
ミ
の
人
た
ち
は
自
分
た
ち
の

仕
事
が
社
会
に
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
気
持

ち
が
あ
る
と
思
う
が
、そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く

言
語
化
し
て
こ
な
か
っ
た
。コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
不
足
だ
」と
述
べ
た
。メ
デ
ィ
ア
研
究

所
と
新
聞
労
連
の
間
で
、海
外
事
例
も
含
め

た
現
場
の
調
査
研
究
で
連
携
す
る
こ
と
が
可

能
と
の
考
え
も
示
し
た
。

　
瀬
尾
氏
と
の
意
見
交
換
後
、中
央
執
行
委

員
か
ら
は
労
連
７０
年
に
向
け
て
、「
僕
ら
は
ど

う
い
う
働
き
方
を
す
れ
ば
ハ
ッ
ピ
ー
な
の
か

を
テ
ー
マ
に
議
論
し
た
い
」「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
研
究
だ
け
で
な
く
産
業
研
究
も
や
り
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
た
。

組
合
員
か
ら
ア
イ
デ
ア
募
集

　
労
連
本
部
は「
労
連
７０
年
」に
向
け
た
ア
イ

デ
ア
を
組
合
員
か
ら
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
連
絡
先
は
メ
ー
ル（
ｊ
ｎ
ｐ
ｗ
ｕ
＠
ｍ
ｘ

ｋ
．ｍ
ｅ
ｓ
ｈ
．ｎ
ｅ
．ｊ
ｐ
）ま
で
。　

　
組
合
も
事
前
に
数
字
を
確
認

し
た
上
で
合
意
す
る
こ
と
を
希

望
。
最
終
的
に
４
月
８
日
に
旧

経
営
陣
が
具
体
的
な
数
字
を
沖

労
委
に
報
告
し
、
そ
れ
を
組
合

が
確
認
し
た
上
で
第
３
回
沖
労

委
の
あ
っ
せ
ん
を
４
月
１６
日
に

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
第
２
回
沖
労
委
に
先
立
っ
て

３
月
８
日
に
行
っ
た
団
体
交
渉

で
は
、
旧
経
営
陣
側
は
組
合
の

要
求
に
全
て
ゼ
ロ
回
答
だ
っ
た
。

新
経
営
の
下
、再
始
動

　
　
　
　

８
ペ
ー
ジ
紙
面
復
活

　
事
業
譲
渡
し
た
新
経
営
陣
と

組
合
員
に
よ
る
宮
古
新
報
の
再

建
も
進
ん
で
い
る
。

　
旧
経
営
陣
に
よ
る
全
員
解
雇

騒
動
後
、
４
ペ
ー
ジ
に
縮
小
し

て
発
行
し
て
き
た
が
、
３
月
１６

日
か
ら
読
売
新
聞
の
配
信
記
事

を
掲
載
し
、
８
ペ
ー
ジ
に
復
活

合
。
同
労
組
は
、
組
合
員
の
約

８
割
、
中
央
執
行
委
員
（
中
執
）

の
半
数
が
女
性
だ
。

　
ユ
ー
コ
ー
プ
労
組
で
は
、
女

性
中
執
が
参
加
し
や
す
い
よ
う

て
申
し
込
む
」
方
式
に
改
め
る

こ
と
を
確
認
し
た
。

　
ま
た
、
ス
カ
イ
プ
な
ど
ウ
ェ

ブ
会
議
を
使
っ
た
中
執
参
加
が

可
能
か
ど
う
か
も
模
索
し
て
い

く
。

　
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
女
性
は
、

単
組
レ
ベ
ル
で
女
性
枠
公
募
を

周
知
す
る
必
要
性
を
強
く
訴
え

た
。

　
近
畿
地
連
の
上
野
傑
委
員
長

は
６
月
１
日
に
地
連
主
催
の
周

知
イ
ベ
ン
ト
を
開
く
準
備
を
進

め
て
い
る
こ
と
を
説
明
。
労
連

本
部
も
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や

役
員
派
遣
な
ど
で
理
解
を
広
め

て
い
く
考
え
だ
。

会
議
を
お
昼
の
時
間
に
行
う
な

ど
会
議
の
効
率
化
を
図
っ
て
い

る
。
ま
た
出
張
や
宿
泊
が
難
し

い
中
執
は
免
除
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
い
う
。

　
そ
の
ほ
か
、
組
合
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め

に
ラ
ン
チ
交
流
会
や
女
性
部
学

習
会
を
企
画
す
る
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
る
。

　
春
闘
で
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
や
、
母
性
保
護
制
度
の
改

善
に
つ
い
て
積
極
的
に
要
求

し
、
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
。
要

求
獲
得
の
要
因
に
つ
い
て
安
部

さ
ん
は
「
女
性
中
執
が
多
い
こ

と
で
女
性
特
有
の
課
題
に
つ
い

て
理
解
さ
れ
や
す
く
、
要
求
化

に
結
び
つ
い
て
い
る
」
と
述
べ

た
。
　

旧

さ
せ
た
。

　
ま
た
２６
日
の
紙
面
で
社
告
を

打
ち
、
松
川
オ
ー
ナ
ー
は
じ
め

全
経
営
者
と
社
員
の
写
真
を
紙

面
に
掲
載
。
新
体
制
が
発
足
し

た
こ
と
を
報
道
し
た
。
旧
経
営

陣
の
登
記
移
転
の
遅
れ
で
ず
れ

込
ん
で
い
た
新
経
営
陣
に
よ
る

法
人
登
記
も
３
月
１９
日
に
無
事

完
了
し
、
４
月
１
日
に
全
社
員

と
雇
用
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
決

ま
っ
た
。
新
経
営
陣
の
下
で
、

新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
宮
古

新
報
が
始
動
す
る
予
定
だ
。

　
労
連
と
マ
ス
コ
ミ
労
協
、
宮

古
新
報
労
組
の
間
で
は
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
共
有
を
は
か
っ

て
い
る
。

　
沖
縄
労
働
局
長
に
宮
古
新
報

の
労
使
協
定
の
締
結
に
関
し
て

情
報
開
示
請
求
し
た
結
果
に
よ

る
と
、
旧
経
営
陣
は
、
直
近
２

年
以
内
で
は
三
六
協
定
や
裁
量

労
働
協
定
を
労
使
間
で
結
ん
で

い
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

　
沖
労
委
あ
っ
せ
ん
・
調
査
後

に
行
っ
た
２５
日
の
対
策
会
議
で

は
、
新
経
営
者
に
対
し
、
就
業

規
則
と
三
六
協
定
を
過
半
数
で

組
織
す
る
宮
古
新
報
労
組
と
締

結
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
な
ど

を
確
認
し
た
。

支援のお礼を述べる久貝副委員長＝那覇市、沖労委控室

６
月
１
日
に

近
畿
で
集
会

４
月
15
日
に
セ
ク
ハ
ラ
院
内
集
会

　
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情
報
労

組
会
議
（
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）
は
４
月
１５

日
午
後
５
時
半
か
ら
、
衆
院
第

１
議
員
会
館
大
会
議
室
で
院
内

集
会
「
い
ま
、
つ
な
が
ろ
う
　

セ
ク
ハ
ラ
の
な
い
社
会
へ
」
を

開
く
。
参
加
費
無
料
。

　
財
務
事
務
次
官
の
セ
ク
ハ
ラ

問
題
か
ら
１
年
を
迎
え
る
が
、

法
的
な
裏
付
け
を
持
っ
た
実
効

性
あ
る
救
済
シ
ス
テ
ム
が
い
ま

だ
に
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
ヒ

ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ツ
・
ウ
ォ
ッ

チ
日
本
代
表
の
土
井
香
苗
さ
ん

や
、
様
々
な
職
域
で
セ
ク
ハ
ラ

被
害
を
受
け
た
当
事
者
ら
が
実

態
を
報
告
。
国
際
労
働
機
関

（
Ｉ
Ｌ
Ｏ
）
で
制
定
に
向
け
た
議

論
が
進
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
禁
止

条
約
に
日
本
政
府
が
賛
成
す
る

よ
う
後
押
し
す
る
考
え
だ
。

宮
古
新
報



（3） 第1280号 新 聞 労 連 2019年4月1日（月曜日）（ ）昭和25年3月1日発行、昭和43 
年2月8日第三種郵便物認可 （毎月1日発行）

　　大正生まれ甲子園

　　　 新時代へツタ再生中

㉖

　　　近畿地連・中央執行委員

　　　斉藤　章平（神戸デイリー労組）

　
今
年
も
球
春
到
来
で
す
。

平
成
最
後
の
セ
ン
バ
ツ
は
い

よ
い
よ
佳
境
で
す
。そ
し
て
、

春
夏
の
熱
戦
の
舞
台
と
な
る

の
が
、阪
神
甲
子
園
球
場
で

す
。１
９
２
４
年
８
月
１
日
、

「
甲
子
園
大
運
動
場
」と
し
て

産
声
を
上
げ
た
同
球
場
は
今

夏
、新
元
号
の
下
で
９５
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
ま
す
。

　
美
し
い
内
野
の
黒
土
と
外

野
の
天
然
芝
、巨
大
な
ス
タ

ン
ド
と
と
も
に
、以
前
は
外

壁
を
覆
う
よ
う
に
生
い
茂
る

ツ
タ
も
甲
子
園
の
代
名
詞
で

し
た
。完
成
し
た
年
の
冬
、外

周
に
植
え
ら
れ
た
ツ
タ
は
２

０
０
７
年
１０
月
か
ら
の
全
面

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
に
伴
い
、

往
時
の
外
観
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
神
戸
生
ま
れ
姫
路
育
ち
の

筆
者
に
と
っ
て
、初
め
て
行

っ
た
城
は
姫
路
城
で
あ
り
、

野
球
場
と
言
え
ば
甲
子
園
で

し
た
。
父
に
連
れ
ら
れ
何
度

も
足
を
運
び
ま
し
た
が
、阪

神
甲
子
園
駅
の
改
札
を
抜
け

る
と
、目
に
飛
び
込
ん
で
く

る
緑
の
ツ
タ
が
野
球
少
年
だ

っ
た
私
の
胸
を
熱
く
さ
せ
た

も
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
ツ
タ
を
管
理
す

る
の
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の

神
業
で
も
有
名
な
阪
神
園
芸

で
す
。ま
た
、大
正
時
代
に
日

本
初
と
な
る
本
格
的
な
野
球

場
を
設
計
し
、の
ち
に
阪
神

球
団
の
オ
ー
ナ
ー
も
務
め
た

野
田
誠
三
氏
は
わ
が
母
校
、

姫
路
西
高（
旧
制
姫
路
中
）の

大
先
輩
で
す
。

　
タ
イ
ガ
ー
ス
の
本
拠
地
で

も
あ
る
甲
子
園
で
す
が
、所

在
地
は
大
阪
だ
と
思
い
違
い

し
て
い
る
人
が
残
念
な
が
ら

全
国
的
に
は
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。声
を
大
に
し
て
言
い

た
い
で
す
。
住
所
は
兵
庫
県

西
宮
市
甲
子
園
町
。
球
児
た

ち
の
聖
地
は
、わ
が
郷
土
の

誇
り
で
す
。

一
度
は
全
て
伐
採
さ
れ
ま
し

た
。

　
２
０
０
９
年
３
月
、苗
木

が
再
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
伐

採
前
の
姿
に
戻
る
ま
で
、当

初
は
１０
年
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
が
、ま
だ
ま
だ
回
復
途

上
で
す
。
甲
子
園
事
業
部
で

歴
史
館
を
担
当
す
る
吉
川
達

彦
主
任
に
よ
る
と「
元
通
り

に
な
る
ま
で
、あ
と
３０
年
ぐ

ら
い
か
か
る
」と
の
こ
と
で

す
。と
は
言
え
、再
生
半
ば
の

ツ
タ
で
あ
っ
て
も
、夏
に
は
青

く
茂
り
ま
す
。
球
場
正
面
か

ら
三
塁
側
、そ
し
て
左
翼
方

向
に
か
け
て
は
部
分
部
分
、

　　 夏は再生中のツタが青く
　　 茂る甲子園球場の外壁

要求 回答

朝日
働き方改革を迅速かつ着実に推進するため、働き方

改革賞（仮称）を創設すること

働き方改革賞（仮称）を１９年度から新設する

朝日

「子ども看護休暇」を「家族看護休暇」と改め、小学生

以下の子に限らないその他の家族のために取得でき

る日数を新設すること

「子ども看護休暇」のうち１日を、対象を小学生以下の子に限定しな

い「家族看護休暇」に改める。負傷又は疾病にかかった家族の看

護等のため、年間１日まで半日単位で取得できることにする

毎日

「所定の基準勤務時間を変更することなく行う始業・

終業時刻の繰り上げ、繰り下げ（最高２時間）の措置」

が適用される従業員の子どもの対象を「小学校低学

年（３年）まで」から「小学校卒業まで」に延長せよ

「育児休業規定」第８条の「始業・終業時刻の繰り上げ、繰り下げ」

措置の対象を、現行の「小学校低学年までの子」から「小学校卒業

までの子」に改定する

毎日
在宅勤務制度を早期導入せよ 在宅勤務制度を２０２０年度中に本格導入する。そのため、２０１９

年秋以降に一部職場で試験的に実施する

毎日

「ハラスメント＆職場環境」に関する従業員調査を定

期的に行い、各種研修の実施状況を含めた結果を社

員に報告せよ。またパワーハラスメント防止措置を掲

げよ

各種ハラスメント対策として、以下の施策を実施する。１．産業保健

師を東京本社および大阪本社に配置し、相談窓口の体制強化を図

る。２．２０１９年度中に、全社員を対象に動画視聴を含めたオンラ

インでのハラスメント研修を実施する。３．近く国が公表するパワハ

ラ防止のガイドラインを踏まえ、既存の対策をさらに強化する

読売
ワーク・ライフ・バランスのさらなる促進を図る ボランティアなど社会貢献活動全般を対象とした「社会貢献休暇」

（特別有給休暇）を創設し、最大３日取得できるようにする

読売
ワーク・ライフ・バランスのさらなる促進を図る 推進一環として、モバイルパソコンを活用し、事務職場におい

て、在宅勤務の実証実験を実施する

河北仙販
正社員との格差是正のため、契約社員の基本給を一

律５０００円引き上げること

勤続給を２０００円増額する

報知
ハラスメントに関する対応指針を示すこと パワハラ、セクハラなどの防止と意識向上を目的としたハラスメント

講習を全社員受講に向け来年度も継続実施する

報知
業務で使用許可された自動車にドライブレコーダーを

配備すること

自家用車の常時使用を許可された支局員には、一人につき 回限

り１万円を限度に購入代金を補助する

新潟

有給休暇の半日休と勤務間インターバルの早期実施

を求めます

有給休暇の半日休と、休日休暇や残業時間をリアルタイムで把握

できるシステムは２０２０年４月に実現したい。勤務間インターバル

は労使での検討作業を進めたい

信濃毎日
ベビーシッター利用補助制度の見直し

現行：月額１万円

ベビーシッターサービス利用者に対し、補助限度額を年額１３万円

上限とするよう、共済会に要請して実現に努める

信濃毎日
単身赴任手当の増額要求

現行：２万５０００円

単身赴任手当１０００円増額

改訂：２万６０００円

長野
インフルエンザ予防接種代の全額補助

現行：１０００円

インフルエンザ予防接種補助１０００円増額

改訂：２０００円

福井

働き方改革や新卒採用面の影響も考慮し、年間休増

加を検討せよ

連続５日以上のリフレッシュ休暇制度は有給休暇を充当。対象者以

外の社員についても有給休暇の年５日以上の取得を促進するた

め、所属長は部員の希望なども踏まえて年度初めに取得計画表を

作成し、人事へ提出する

京都
取材用マイカーに関する補助を拡充せよ

現行：普通乗用車７０００円、軽乗用車５０００円

取材用マイカー補助月額２０００円増額

改訂：普通乗用車９０００円、軽乗用車７０００円

神戸デイリー
時給分母の１ポイント改善を強く求める

現行：１５５

時給分母を１ポイント改善し、１５４とする

改訂：１５４

神戸デイリー

若手社員に対する経済的支援拡充

△社宅制度をレオパレス以外にも適用し、社宅の家

賃補助を拡充せよ

入社から３年までの社員がレオパレス２１に入居する場合、本人負

担の一律５万円を４万円とする

中国

子育て・介護中の社員が働きやすい勤務時間の設定

を設けよ。具体的には、始業・終業時間の選択肢が

少ない職場に「８時半～１６時半」「９時～１７時」など

を設け、希望者が利用できるようにせよ

内勤のローテ職場を除くすべての部署の始業・終業時間のパター

ンに「８時３０分～１６時３０分」「９時～１７時」を加える

中国
育児のための深夜業の制限、時間外労働の制限、所

定外労働の免除の対象を「小学３年生まで」に広げよ

育児のための深夜業の制限、時間外労働の制限、所定外労働の

免除の対象を「小学３年生までの子を養育する従業員」に広げる

全徳島

育児休業規定第１３条の「満３歳未満の子」を「小学

の始期」に延長し、育児短時間勤務を拡充すること

４月より対象者を「満３歳未満の子」から「小学校１年の４月末まで」

に変更する。併せて、現行では育児短時間勤務者に対して「実働６

時間を超えた場合」に超過勤務手当を支給しているが、「実働７時

間を超えた場合」に変更する

全徳島

国の働き方改革関連法成立を受けて２０１９年度から

実施される有給休暇の義務化について、社の対応方

針を示すこと

特別有給休暇（５日）は夏季と年始、リフレッシュだと思うが、そのう

ち現行の夏季の２日と年始の１日を年度内のいつでも取得できるリ

フレッシュ休暇に変更する。

高知印刷

労働基準法第３６条における、１カ月あたりの最大労

働時間を７０時間とすること

現行：７７時間

現在、労使で締結している３６協定は、業務上やむを得ない場合

は、年４回を限度として上限月７７時間、年４６０時間までとなってい

る。これを月７０時間、年４３２時間として労使協定の準備を進めた

いと考えている

佐賀
セクシャルハラスメント対策の環境整備とアンケート

調査の検討状況を説明すること

セクシャルハラスメント相談窓口の開設に向けてテストしている

 

　
２
０
１
９
春
闘
も
終
盤
戦
に

突
入
し
て
い
る
が
、３
月
２８
日

現
在
、各
単
組
で
厳
し
い
回
答

が
目
立
つ
。
回
答
額
が
前
年
比

プ
ラ
ス
と
な
っ
た
の
は
10
組
合
、

同
額
は
８
組
合
、マ
イ
ナ
ス
は

２３
組
合
だ
っ
た
。近
年
、ベ
ア
ゼ

ロ
回
答
、低
調
回
答
が
続
く
が

今
春
闘
も
そ
の
傾
向
に
あ
る
。

　
ベ
ア
や
賃
金
改
善
を
獲
得
し

た
組
合
も
１７
組
合
あ
っ
た
。ベ

ア
獲
得
し
た
組
合
の
う
ち
前
年

比
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
の
は
、東
京

新
聞
労
組
、岩
手
日
報
労
組
、上

毛
新
聞
労
組
、化
学
工
業
日
報

労
組
、全
中
部
経
済
新
聞
労
組
、

高
知
印
刷
労
組
だ
っ
た
。

　
諸
要
求
で
は
多
く
の
組
合
が

時
短
、休
日
増
な
ど
の
働
き
方

改
善
で
前
進
回
答
を
勝
ち
取
っ

た
。
例
え
ば
朝
日
新
聞
労
組
は

「
家
族
看
護
休
暇
」
の
創
設
や

「
働
き
方
改
革
賞（
仮
称
）」の
新

設
な
ど
を
勝
ち
取
っ
た
。読
売

各
労
組
は「
社
会
貢
献
休
暇
」の

創
設
な
ど
を
獲
得
し
た
。

　
新
聞
業
界
は
厳
し
い
状
況
に

あ
る
が
、将
来
世
代
が
業
界
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
思
え
る

環
境
を
つ
く
る
た
め
に
も
春
闘

を
前
進
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

賃
金
改
善
の
あ
り
方
議
論

　
　
　
　

北
海
道
地
連 

春
闘
討
論
集
会

　
北
海
道
地
連
は
３
月
２
、
３

の
両
日
、
帯
広
市
で
春
闘
討
論

集
会
を
開
い
た
。
集
会
で
は
賃

金
改
善
の
あ
り
方
な
ど
の
意
見

交
換
を
通
じ
、
新
聞
業
界
が
置

か
れ
て
い
る
状
況
な
ど
に
つ
い

て
幅
広
く
議
論
し
た
。

　
道
内
５
紙
か
ら
２５
人
が
参

加
。
新
聞
労
連
の
相
川
和
男
書

記
長
（
日
本
経
済
新
聞
労
組
）

と
東
北
地
連
の
鴨
沢
宏
平
書
記

長
（
デ
ー
リ
ー
東
北
労
組
）
も

出
席
し
た
。

　
集
会
で
は
相
川
書
記
長
が
新

聞
労
連
の
２
０
１
９
春
闘
方
針

に
つ
い
て
説
明
。
消
費
税
増
税

に
伴
う
物
価
上
昇
分
の
賃
金
改

善
や
、
あ
ら
ゆ
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
の
根
絶
、
長
時
間
労
働
是
正

な
ど
の
活
動
方
針
を
語
っ
た
。

　
単
組
報
告
で
は
「
が
ん
検
診

へ
の
補
助
な
ど
を
春
闘
要
求
に

盛
り
込
み
た
い
」
と
健
康
対
策

を
進
め
る
と
す
る
声
の
ほ
か
、

「
賃
上
げ
に
加
え
適
正
な
人
員

賃金改善などについて議論された討論集会

　
新
聞
労
連
青
年
女
性
部
は
３

月
２
、
３
の
両
日
、
東
京
都
の

新
聞
労
連
書
記
局
で
２
０
１
８

年
度
第
２
回
代
表
委
員
会
を
開

い
た
。
第
２
回
全
国
学
習
集
会

は
「『
幸
福
度
日
本
一
ふ
く
い
』

報
労
組
会
議
、全
労
連
、純
中
立

労
働
組
合
懇
談
会
）が
推
薦
し

た
新
聞
労
連
前
書
記
の
田
中
広

喜
さ
ん
は
任
命
さ
れ
な
か
っ
た
。

同
対
策
会
議
は
こ
れ
を
受
け
３

月
１
日
、厚
生
労
働
省
へ
解
明

交
渉
を
行
っ
た
。

　
田
中
さ
ん
が
「
私
は
メ
デ
ィ

ア
の
仲
間
の
推
薦
を
受
け
て
候

補
者
活
動
を
し
て
き
た
。
推
薦

し
て
い
た
だ
い
た
団
体
へ
の
説

明
責
任
が
あ
る
」
と
訴
え
た
こ

中
労
委
労
働
者
委
員

　

田
中  

書
記

　

任
命
さ
れ
ず

　
中
央
労
働
委
員
会
が
労
働
者

委
員
の
任
命
を
２
月
２７
日
に
行

っ
た
。
全
国
労
働
委
員
会
対
策

会
議（
日
本
マ
ス
コ
ミ
文
化
情

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
長

く
安
心
し
て
働
け
る
職
場
環
境

の
構
築
や
、
家
族
・
パ
ー
ト
ナ

ー
と
心
身
と
も
に
健
康
な
人
生

を
歩
む
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
掴
ん

で
も
ら
う
こ
と
が
狙
い
。

　
講
演
会
は
福
井
県
立
大
の
塚

本
利
幸
教
授
を
講
師
に
招
き
、

女
性
の
就
業
が
進
む
福
井
県
の

事
例
を
聞
き
、
男
女
共
同
参
画

の
視
点
か
ら
目
指
す
べ
き
働
き

方
を
学
ぶ
。
そ
の
後
参
加
者
は

男
女
別
・
パ
ー
ト
ナ
ー
の
有
無

な
ど
各
立
場
に
よ
っ
て
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
で
抱

え
る
課
題
を
知
り
、
誰
も
が
働

き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
検
討

し
て
も
ら
う
。

青
女
部
が
代
表
委
員
会

で
考
え
る
働
き
方 

男
女
の
壁
を

背
負
い
投
げ
～
」
と
題
し
、
５

月
２５
、
２６
の
両
日
、
福
井
市
の

地
域
交
流
プ
ラ
ザ
で
開
催
す
る

こ
と
を
決
め
た
。

　
学
習
集
会
は
、
講
演
会
や
グ

配
置
に
つ
い
て
も
要
求
し
た

い
」
な
ど
の
報
告
も
あ
り
、
闘

争
方
針
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
若

年
層
に
お
け
る
離
職
問
題
の
深

刻
化
に
つ
い
て
も
話
し
合
っ
た
。

　
十
勝
の
大
樹
町
で
ロ
ケ
ッ
ト

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
イ

19
春
闘
諸
要
求
で
前
進

と
に
対
し
厚
労
省
は
「
任
命
し

な
い
内
容
・
理
由
を
個
々
に
伝

え
る
の
は
難
し
い
」
と
し
「
高

裁
判
決
で
も
自
由
裁
量
が
認
め

ら
れ
、
常
に
具
体
的
基
準
を
示

す
必
要
は
な
い
と
判
断
さ
れ
て

い
る
」
と
話
し
た
。

　
労
働
委
員
会
は
労
働
者
、
労

働
組
合
に
対
す
る
「
不
当
労
働

行
為
」
の
救
済
機
関
と
し
て
公

労
使
の
三
者
で
構
成
。
中
央
労

働
委
員
会
の
労
働
者
委
員
の
定

ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ズ
」

の
広
報
、
小
林
伸
光
さ
ん
の
講

演
も
行
わ
れ
た
。
小
林
さ
ん
は

さ
ま
ざ
ま
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
宇
宙
開
発
へ
の
情
熱

を
語
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
た
。【
北
海
道
新

聞
労
組
・
牧
之
段
英
樹
】

　
こ
れ
を
機
に
改
め
て
規
則
・

制
度
を
把
握
す
る
こ
と
、
職
場

の
風
土
改
善
を
意
識
と
し
て
持

つ
こ
と
で
、
個
人
の
満
足
度
向

上
を
目
指
す
。

　
今
後
全
国
の
各
地
連
、
単
組

へ
広
く
周
知
し
、
多
く
の
参
加

を
募
っ
て
い
く
。【
青
年
女
性

部
副
部
長
・
阿
部
秀
哉
】

数
は
１５
人
。

　
今
回
の
労
働
者
委
員
の
任
命

に
つ
い
て
は
、
同
対
策
会
議
が

推
薦
し
た
労
働
者
委
員
１
人
が

任
命
さ
れ
た
が
、
連
合
推
薦
の

労
働
者
委
員
が
圧
倒
的
多
数
を

占
め
る
状
況
は
改
善
さ
れ
て
い

な
い
。
今
回
推
薦
し
た
田
中
さ

ん
を
含
め
２
人
の
任
命
は
、
労

働
組
合
の
人
数
構
成
か
ら
考
え

て
も
適
正
で
あ
る
こ
と
を
、
解

明
交
渉
で
主
張
し
た
。

 ２０１９春闘諸要求の主な回答　

前

（３月２８日時点）
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新
聞
労
連
新
聞
研
究
部
は
、

３
月
１６
・
１７
日
「
既
成
の
報
道

か
ら
一
歩
踏
み
出
す
」
を
テ
ー

マ
に
都
内
で
第
４６
回
Ｊ
Ｔ
Ｃ
若

手
記
者
研
修
会
を
開
催
し
、
全

国
か
ら
４７
名
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は
３
講
座
。
第
一
講
座

で
は
次
女
が
性
犯
罪
に
あ
っ
た

被
害
者
家
族
と
共
に
、
性
犯
罪

を
ど
う
報
道
す
べ
き
か
を
考

え
、
第
二
、
第
三
講
座
で
は
取

材
先
と
の
関
係
構
築
な
ど
の
ノ

ウ
ハ
ウ
、
情
報
公
開
制
度
の
使

い
方
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
う
け
た
。

　
二
日
目
は
２
講
座
で
、
ま

ず
、
難
民
認
定
の
仕
組
み
・
実

態
を
デ
ー
タ
を
元
に
解
説
を
う

け
、
第
二
講
座
で
は
映
像
を
見

な
が
ら
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
の
実
像
を
学
ん
だ
。
　
　

新たな視座を獲得しよう
　
２
０
０
３
年
、
次
女
が
小
学

校
で
担
任
の
男
性
教
諭
か
ら
性

的
被
害
を
受
け
た
。
普
段
、
学

校
の
こ
と
を
話
さ
な
い
娘
は
当

時
、
真
っ
赤
な
顔
を
し
て
、
被

害
を
訴
え
た
。
男
性
教
諭
は
逮

捕
・
起
訴
さ
れ
た
が
、
地
裁
、

高
裁
と
も
に
無
罪
判
決
。
民
事

で
は
賠
償
責
任
が
認
め
ら
れ
た

が
、
無
念
だ
っ
た
。

　
次
女
は
知
的
障
害
を
抱
え
、

被
害
に
あ
っ
た
日
時
、
場
所
の

認
識
が
あ
い
ま
い
で
、
裁
判
で

は
証
言
に
信
ぴ
ょ
う
性
が
な
い

と
判
断
さ
れ
た
。
無
罪
判
決
の

後
、
次
女
は
心
的
外
傷
後
ス
ト

レ
ス
障
害
（
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
）
が
悪

化
し
、
長
女
や
三
女
も
学
校
で

う
そ
つ
き
呼
ば
わ
り
に
さ
れ

た
。
地
域
で
は
誹
謗
中
傷
の
ビ

ラ
も
ま
か
れ
、
応
援
し
て
く
れ

た
人
た
ち
の
多
く
は
距
離
を
置

い
た
。

　
そ
ん
な
中
、「
支
え
る
会
」
の

矢
作
祥
子
さ
ん
た
ち
が
力
に
な

っ
て
く
れ
た
。
親
身
に
な
っ
て

く
れ
た
毎
日
新
聞
の
女
性
記
者

を
は
じ
め
、
報
道
各
社
は
判
決

を
疑
問
視
し
、
私
の
気
持
ち
を

代
弁
し
て
く
れ
た
。

【
北
海
道
新
聞
労
組
・
高
野
渡
】

日
経
新
聞
法
務
報
道
部

植
松
正
史
　
ん

さ
　

伊
藤
孝
司
　
ん
さ
　

　
日
本
の
植
民
地
支
配
の
被
害

者
で
あ
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

を
取
材
し
て
き
た
。
北
朝
鮮
に

４０
回
、
韓
国
に
は
４６
回
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
。

　
マ
ン
ギ
ョ
ン
ボ
ン
号
に
乗
船

　
社
会
部
に
所
属
し
て
い
た
こ

ろ
、
夜
回
り
で
得
た
情
報
を
元

に
独
自
ダ
ネ
を
書
い
た
が
、
相

手
方
に
名
誉
毀
損
で
訴
え
ら
れ

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

た
経
験
が
あ
る
。

　
普
段
口
の
堅
い
捜
査
関
係
者

に
つ
か
ん
だ
情
報
を
当
て
る
と

「
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
」
と

返
事
が
あ
り
、
手
応
え
を
感
じ

て
執
筆
し
た
。
だ
が
裁
判
で
は

敗
訴
。
夜
回
り
取
材
で
得
た
情

報
は
、
証
拠
と
し
て
弱
い
と
判

断
さ
れ
た
。

　
夜
回
り
の
よ
う
に
、
相
手
の
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独
自
ダ
ネ
こ
そ
慎
重
に

山
下
公
仁
子
　
ん
さ
　

被
害
者
家
族

娘
が
性
被
害 

報
道
が
支
え
に

多
様
な
価
値
観
で
見
て

　
毎
日
新
聞
で
社
説
や
コ
ラ
ム
を
担
当
す
る
与
良
正
男
専
門
編
集

委
員
は
、
東
京
新
聞
の
望
月
衣
塑
子
記
者
に
対
す
る
首
相
官
邸
の

質
問
制
限
問
題
に
つ
い
て
「
官
邸
の
増
長
を
許
し
た
の
は
、
マ
ス

コ
ミ
全
体
の
問
題
だ
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
共
同
通
信
労
組
・
橋
本
新
治
）

毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員

与
良
正
雄
　
ん

さ
　

よ
ら
・
ま
さ
お
　

１
９
５
７
年
静
岡
県
生
ま

れ
。
名
古
屋
大
文
学
部
卒
。

毎
日
新
聞
政
治
部
で
官
邸
キ

ャ
ッ
プ
、
デ
ス
ク
を
経
て
論

説
委
員
な
ど
。
テ
レ
ビ
で
コ

メ
ン
テ
ー
タ
ー
も
。

　
―
昨
年
１２
月
、
官
邸
が
質

問
制
限
と
も
取
れ
る
要
請
文

を
内
閣
記
者
会
に
出
し
た
問

題
が
波
紋
を
広
げ
て
い
ま

す
。
問
題
の
当
事
者
は
誰
な

の
で
し
ょ
う
。

　
当
事
者
は
内
閣
記
者
会
だ

が
、
ま
ず
は
東
京
新
聞
が
報

道
す
べ
き
だ
っ
た
。
新
聞
労

連
が
声
明
を
出
し
て
表
沙
汰

に
な
っ
た
の
は
恥
ず
か
し
い

こ
と
だ
。
増
長
を
許
し
た
の

は
マ
ス
コ
ミ
全
体
の
問
題

だ
。
ト
タ
で
書
か
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
。
安
倍
政
権

を
考
え
る
上
で
分
か
り
や
す

い
、
非
常
に
象
徴
的
な
ニ
ュ

ー
ス
と
捉
え
る
べ
き
だ
っ
た
。

　
―
官
邸
の
問
題
は
。

　
菅
義
偉
官
房
長
官
の
言
い

分
に
無
理
が
あ
る
。
官
邸
は

事
実
誤
認
と
い
う
言
葉
を
使

っ
た
が
、
本
音
は
望
月
記
者

の
質
問
が
政
権
批
判
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
。
望
月
記
者

が
こ
う
聞
い
た
、
菅
長
官
が

こ
う
答
え
た
と
い
う
映
像
が

反
響
を
呼
ぶ
。
動
画
、
ツ
イ

ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

で
流
れ
る
。
そ
の
影
響
力
を

官
邸
は
い
や
が
っ
た
。
た
だ

そ
う
は
言
え
な
い
か
ら
け
ち

を
つ
け
る
し
か
な
い
。
そ
れ

を
高
圧
的
な
文
書
で
出
し

た
。
菅
長
官
の
お
ご
り
、
増

長
だ
。

　
―
記
者
会
の
問
題
は
。

　
抗
議
が
弱
か
っ
た
と
思

う
。
政
治
部
だ
け
じ
ゃ
な

く
、
全
体
で
考
え
る
べ
き
話

だ
が
、
望
月
記
者
を
迷
惑
が

っ
て
い
る
記
者
が
多
い
と
聞

く
。
政
治
記
者
は
担
当
し
た

政
治
家
に
え
ら
く
な
っ
て
も

ら
い
た
い
、
総
理
に
な
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
構
造
が

あ
る
。
情
報
を
持
っ
て
い
る

か
ら
だ
。
嫌
わ
れ
た
く
な
い

と
い
う
の
が
率
直
な
思
い
だ

ろ
う
。
外
さ
れ
た
ら
組
織
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
生
き
て
い

け
な
い
と
考
え
て
し
ま
う
。

望
月
記
者
は
こ
れ
と
違
う
と

こ
ろ
に
い
る
。

　
―
望
月
記
者
の
問
題
は
。

　
新
聞
記
者
の
目
的
は
事
実

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
だ
。
記

者
も
自
分
の
考
え
を
持
つ
べ

き
だ
し
、
自
分
の
考
え
を
政

治
家
に
ぶ
つ
け
る
べ
き
だ
。

た
だ
そ
れ
で
終
わ
っ
て
は
い

け
な
い
。
彼
女
は
知
り
た
い

こ
と
を
引
き
出
せ
て
い
る

か
。
批
判
し
た
こ
と
だ
け
が

残
っ
て
い
な
い
か
。
そ
れ
だ

け
だ
と
野
党
の
役
割
と
近

い
。
記
者
の
権
力
チ
ェ
ッ
ク

の
方
法
は
別
だ
。
事
実
に
勝

る
も
の
は
な
い
。
結
果
と
し

て
望
月
記
者
も
知
る
権
利
に

答
え
て
い
な
い
。
マ
ス
コ
ミ

全
体
が
弱
く
な
っ
て
い
る
こ

と
が
よ
り
大
き
な
問
題
だ
。

本
当
に
知
ら
な
け
れ
ば
い
け

な
い
フ
ァ
ク
ト
を
取
っ
て
い

る
か
。
ま
れ
だ
と
思
う
。

　
安
倍
政
権
が
メ
デ
ィ
ア
を

敵
か
味
方
か
に
分
断
し
て
い

る
こ
と
も
増
長
の
背
景
に
あ

る
。「
何
が
あ
っ
て
も
政
権

を
是
認
す
る
メ
デ
ィ
ア
が
あ

る
」
と
官
邸
側
は
自
信
を
持

っ
て
い
る
か
ら
だ
。

マ
ス
コ
ミ
全
体
の
問
題

官
邸
増
長

　
午
後
は
４
班
に
別
れ
、
各
自

持
ち
寄
っ
た
記
事
に
デ
ス
ク
役

か
ら
講
評
を
う
け
た
り
、
日
々

の
悩
み
な
ど
を
話
し
合
っ
た
。

　
日
本
で
情
報
公
開
制
度
が
あ

る
組
織
は
中
央
省
庁
や
出
先
機

関
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
独

立
行
政
法
人
な
ど
で
、
誰
で
も

ど
こ
か
ら
で
も
使
え
る
。

　
同
制
度
を
は
じ
め
て
活
用
し

た
記
事
が
石
原
東
京
都
知
事

（
当
時
）
の
交
際
費
問
題
だ
っ

た
。
最
初
は
請
求
用
紙
に
何
を

書
け
ば
良
い
か
迷
っ
た
が
、
次

第
に
「
抜
け
が
な
い
よ
う
に
幅

を
持
た
せ
る
。
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

に
書
く
」
こ
と
が
大
事
だ
と
気

づ
い
た
ほ
か
、
ど
の
開
示
書
類

を
見
れ
ば
良
い
の
か
も
、
経
験

を
積
む
上
で
分
か
っ
た
。
時
に

は
４
万
枚
の
資
料
を
１
枚
ず
つ

め
く
る
が
、
そ
の
中
に
５
～
６

本
の
ネ
タ
が
転
が
っ
て
い
た
り

す
る
。
そ
れ
に
周
辺
取
材
で
肉

付
け
し
記
事
化
し
た
。

　
開
示
資
料
で
欲
し
い
情
報
が

記
さ
れ
て
な
く
て
も
、
そ
れ
が

公
文
書
に
残
さ
な
い
と
い
け
な

い
内
容
な
ら
、
そ
の
事
実
だ
け

で
ニ
ュ
ー
ス
に
な
る
。
同
制
度

を
有
効
に
使
え
ば
ニ
ュ
ー
ス
に

た
ど
り
着
け
る
こ
と
を
知
っ
て

ほ
し
い
。

【
日
刊
工
業
新
聞
労
組
・
村
上

授
】

　
難
民
と
は
、
紛
争
や
人
権
侵

害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
り
、
自

分
の
命
を
守
ろ
う
と
母
国
を
離

れ
た
人
だ
。
日
本
で
は
２
０
１

７
年
に
は
２
万
人
近
く
が
難
民

認
定
申
請
を
行
っ
た
も
の
の
、

認
定
数
は
２０
人
に
と
ど
ま
る
。

日
本
で
の
難
民
を
巡
る
問
題
点

の
一
つ
は
、
認
定
の
基
準
が
厳

格
で
、
認
定
数
が
少
な
い
点
に

あ
る
。

　
申
請
者
の
立
場
の
弱
さ
も
課

題
だ
。
公
的
支
援
は
限
定
的

で
、
申
請
者
の
中
に
は
就
労
で

き
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
生
き

る
た
め
に
違
法
で
も
働
く
こ
と

を
選
択
す
る
人
が
い
る
。
そ
の

場
合
、
雇
用
主
か
ら
弱
み
に
つ

け
込
ま
れ
、
搾
取
さ
れ
や
す
く

な
る
状
況
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
法
律
を
守
っ
て
就
労
せ
ず
に

生
活
が
苦
し
く
な
り
、「
サ
バ
イ

バ
ル
」
の
よ
う
な
生
活
を
送
る

人
も
い
る
。
難
民
支
援
協
会
で

は
食
料
支
援
や
シ
ェ
ル
タ
ー
の

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
が
限

界
が
あ
り
、
行
政
の
さ
ら
な
る

配
慮
が
必
要
だ
。

【
新
潟
日
報
労
組
・
黒
井
晴
紀
】

難
民
支
援
協
会
・
代
表
理
事

石
川
え
り
　
ん

さ
　

難
民
認
定 

基
準
厳
し
く

わ
ず
か
な
反
応
の
違
い
で
書

く
、
書
か
な
い
を
判
断
す
る
の

は
危
う
い
と
わ
か
っ
た
。
事
件

で
各
社
が
ス
ク
ー
プ
合
戦
に
な

っ
て
も
、
明
確
な
複
数
の
裏
付

け
を
取
る
ま
で
は
無
理
し
て
独

自
ダ
ネ
を
書
か
な
く
て
い
い
。

夜
回
り
取
材
は
一
つ
の
重
要
な

情
報
で
は
あ
る
が
、
決
め
手
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
。

　
チ
ー
ム
で
取
材
す
る
場
合
も

仲
間
同
士
で
取
材
源
を
共
有
す

る
こ
と
が
大
切
。
デ
ス
ク
や
キ

ャ
ッ
プ
が
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な

が
ら
慎
重
に
進
め
て
ほ
し
い
。

【
秋
田
魁
新
報
労
組
・
藤
原
剣
】

日
下
部
聡
　
ん
さ
　

情
報
公
開
制
度
を
知
ろ
う

総
合
デ
ジ
タ
ル
取
材
セ
ン
タ
ー
副
部
長

毎
日
新
聞
東
京
本
社

し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た

り
、
ヨ
ド
号
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク

し
た
当
事
者
ら
を
取
材
し
た
り

し
た
。
実
際
に
行
っ
て
み
る
と

普
通
の
国
だ
っ
た
。

　
北
朝
鮮
に
行
く
前
に
パ
プ
ア

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
貧
し
い
が
満
足
し
て

い
る
姿
に
驚
い
た
。
価
値
観
は

多
様
だ
。
日
本
の
価
値
観
だ
け

で
見
て
は
い
け
な
い
。
北
朝
鮮

の
よ
う
な
国
家
が
あ
っ
て
も
い

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
安
倍
政
権
に
な
っ
て
か
ら
朝

鮮
敵
政
策
を
や
っ
て
き
た
。
そ

の
結
果
、
世
間
の
誤
っ
た
認
識

を
強
め
た
。
北
朝
鮮
に
は
、
植

民
地
時
代
か
ら
暮
ら
す
日
本
人

妻
が
い
る
。
彼
女
ら
は
「
墓
参

り
が
し
た
い
」
と
、
日
本
へ
の

一
時
帰
国
を
望
ん
で
い
る
。
日

本
政
府
は
早
急
に
決
断
し
、
実

現
す
べ
き
だ
。

【
琉
球
新
報
労
組
・
仲
吉
輝
】


